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1.　研 究 の 目 的
　近年，西洋医療に代わる医療や，補完する医療
の有用性について注目されている。またその一方
でそのような治療は科学的な根拠がないという意
見もある。そこで今回我々は代替治療，補完医療
の一つであり，また自分たちに身近な存在である
温泉を用いた治療を取り上げ，科学的に考察しよ
うと思う。
2.　温泉について（Ref. 1,2）
　2.1.　温泉の定義
　環境省が定めた「地中から湧出する温水・鉱
水・水蒸気その他のガスのうち，① 19種類の特
定の物質（表 1　Ref.2のデータを元に作成）が
規定量以上含まれる，または ② 温泉源から採取
される際に 25°C以上であるもの」とされている。
　また，温泉療法（balneotherapy, spa treatment）
とは，「地下にある天然産物の温泉水，天然ガス
や泥状物質などの他，温泉地の気候要素など温泉
浴，飲泉のように温泉水そのものも含めて医療に
利用すること」である。温泉療法は健康増進や予
防医療として，また，西洋医療の相補・代替医療
として用いられることがあるが，近年その医学的
有用性にも注目がされている。
3.　調　査　方　法
　前年度の医学セミナーでの温泉の医学的効果に
関する研究に化学的，生理学的な面からの考察の
余地が残されていたため，これらを中心に考察を
深める。福島県立医科大学の細胞統合生理学，皮
15班 : 温泉療法について
